
































































































































































































































1次元重力多体系 (いわゆる ｢シートモデル｣)は次のようなモデルである ;
〟
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Figure7:各粒子のエネルギーの時間変化｡時おり例外的に高いエネルギーの粒
子が出現している｡
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｢ハミル トン力学系とカオス｣
Figure8:1次元重力多体系での遷移過程のダイヤグラム
●まず､Globallycoupledsymplecticmapでは､クラスター状態は相空間内
の自己相似構造にトラップされた状態であり､微視的にはカオスであるが巨
視的にはカオスであることによってその形態を維持していた｡クラlスター
状態は徐々に壊れていき､状態間遷移の積極的な原因過程は不明であった｡
･次に､短距離型symplecticmapでは､系は相空間内の細いパスを通って状
態を変化させていく｡変化はクラスター間の衝突による速い変化と､内部
自由度間の共鳴による遅い変化によると思われる｡
●最後に､1次元重力多体系では､平均場の振動と1粒子周期運動の共鳴に
より巨大なエネルギーを持った粒子が出現することで､無数にある準安定
状態の間を遷移する｡
今後の問題としては､非熟的な状態間遷移にはこれらの他にどのようなプロ
セスがあるのか､また､heterocliniccycle【6】やon-ofintermittencyl7)との関連
がどうなっているかが興味深い｡
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